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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

秋の声を感じ始めて
　ご挨拶文が掲載される頃は、秋本番の季節となっていること
と存じます。
　地元佐賀ではシチメンソウが紅葉し、バルーンが秋空に舞っている一年で最も過ごしや
すい季節です。各地で秋祭りも盛んに行われている季節だと思います。
　執筆している９月末現在では、50番目のガバナー訪問を終えたところであり、57クラブを
回らなくてはならない所ですが、幸いにも今回訪問させていただいたクラブのほとんどのクラ
ブさんは積極的に奉仕活動をなされていて、会員数も少しずつでも純増に向かっている現状
を確認し、安心しての訪問となりました。
　ロータリークラブはそれを構成する会員の方々が増えて、活動に自体に活気が出てきて、
初めて奉仕活動にも厚みが出てまいります。地区内の皆さん方の熱い情熱が高まることを心
より願っております。
　私の今年度の重点的な地区目標の一つに公共イメージ向上があります。ガバナー訪問で
も、各クラブの方々にご協力をお願いしてまいりましたところ、９月になってようやく、新聞な
どの報道にも各クラブの取り組みが掲載されるようになり、地区HPに掲載する記事が多く
寄せられるようになりました。これでようやく地区HPへ掲載できる奉仕事例報告が、充実し
てまいりました。これはSNSを通して、両県の市民県民への皆さんに広報していくことができ
そうです。
　何事も積み重ねですから、３年～５年継続していくことでロータリー活動が幅広く認知さ
れることでしょう。みんなで盛り上げていきたいものです。
　

ガバナー 挨 拶
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第４グループ　ガバナー補佐

白川　十郎
（伊万里ＲＣ）

　ガバナー補佐を拝命し、早や３か月が過ぎました。重責に身の
引き締まる思いですが、第４グループの皆様に心温かく迎えて頂
き、改めてロータリーの素晴らしさを実感しております。
　さて、マニュアルによりますと、ガバナー補佐の役割とは、
①地区のガバナー方針を伝えること。 ②各クラブ会長の計画と
活動に助言すること。 ③各クラブの定期訪問を実施すること。
と記載されております。
　私もガバナー補佐として、第４グループの唐津、唐津東、唐津西、唐津中央、伊万里、伊万
里西の６クラブに伺ったところ様々な気付きがありました。
　まずは６クラブのいずれも順調に増員され、駒井ガバナーが設定された『会員50人未満
クラブ純増１人、50人以上クラブ純増２人』という目標に達せられていました。出席率88～
90％と高く、年間奉仕計画もしっかりと立てられており、非常に心強く感じました。
　唐津クラブでは、例会で着席する前に笑顔で握手を交わす姿が見られ、会員の方々の友
情や、これまでに培われてきた伝統に感銘いたしました。
　唐津東クラブでは、会長が先頭に立って虹ノ松原の清掃に励まれており、地域奉仕の精
神を自ら体現されていました。
　唐津西クラブでは、会長がまだだいぶ若く、活気にあふれていました。職業奉仕の理念を
熱く語っていただき、私自身も深く共感いたしました。
　唐津中央クラブでは、地区の補助金を活用した児童養護施設への寄贈や、中学生への模
擬面接を積極的に進めておられました。こういった若者が未来に巣立ち、地域の活性化に
貢献すると思うと将来が楽しみでなりません。
　伊万里２クラブでは、年に一度のゴルフコンペ（有田ＲＣとの３クラブ合同）、夜の合同観
月会で大いに盛り上がり友好を深めています。
　伊万里クラブでは、51回開催の青少年剣道大会、地元由来のかるた制作を活かした11回
開催のかるた大会を開いております。
　伊万里西クラブでは、高校生による市議会を開き、新聞にも掲載されるなど大きな反響を
得られています。
　就任して３ヶ月が過ぎ、ガバナー補佐という貴重な経験をさせていただいております。
　ロータリーは「人生の道場」であると言われます。私自身も28年間、ロータリアンとして時
代や職業を超え、たくさんの仲間と出会い、切磋琢磨して歩んできました。これからも大いに
楽しみながら、人生の勉強を重ねて参ります。
　今後ともよろしくお願いいたします。

ガバナー補佐リレー随想
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米山記念奨学地区委員　中嶋　久光（長崎北RC）

米山奨学カウンセラー研修・奨学生出前卓話研修報告

　国際ロータリー第2740地区「米山奨学カウンセラー研修・奨学生出前卓話研修」が、８月
27日（日）に、長崎県東彼杵郡の「東彼杵町総合会館」で実施されました。私は、当委員会２年
目になります。偶然ですが、前年度もこの研修の報告をさせて頂いております。
　参加者は、米山記念奨学生12名（２名欠席）、各カウンセラー、大家委員長をはじめ地区委員
です。米山記念奨学生出前卓話とは、本年９月～11月にかけて、米山奨学生が当地区57クラブの
中で要請のあったクラブを訪問し、出前卓話を行うものです。当地区で選ばれた米山記念奨学
生としてどのような学習や研究をしているか、またその奨学金に対してどのような思いを持ってい
るか、そして将来どのような仕事や活動をしたいかということ、また出身国の特徴などを約20分
で発表するものです。もちろんすべて日本語で行います。米山奨学生はこの制度に感謝していま
すし、それを支えているロータリアンに感謝しています。ひいては、この制度のある日本国に対して
も、とても感謝しています（※当地区は、既に学友会もできています）。米山奨学生は、今回の研
修をもとに、PCでカウンセラーとともに出前卓話を作り上げ、皆様のもとへ出向き、卓話を行いま
す。奨学生と各クラブのロータリアンがふれあうことの出来る、数少ない機会だと思います。米山
奨学生が、要請のありました各クラブへカウンセラーとともに（※地区委員も同行することがあり
ます）卓話に参りますので、宜しくお願い致します。本年度は、奨学生数は残念ながら２名減です
が、出身国は幅広くなっておりますので、感謝の言葉とともに各国の楽しい話も聞くことができる
のではないかと思います。
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　平成29年８月18日（金）、駒井ガバナー、八頭
司第１グループガバナー補佐、笠地区幹事、佐賀
南RC神代剛様をお迎えして、ガバナー公式訪問
例会を開催致しました。例会に先立ち行われた
会長・幹事・会長エレクトとの懇談会では、当ク
ラブの現況について説明申し上げ、今後の運営に
ついてご指導を頂きました。卓話では、駒井ガバ
ナーが出席された国際協議会の様子についてパ
ワーポイントを使って紹介して頂き、また、今期
の国際ロータリーのテーマ、そして地区運営方針
である「地域社会にも変革を！」に関わる詳細な
ご説明をして頂きました。我々牛津ロータリーク
ラブは、ロータリアンとしての誇りを持ち、今期の
テーマ及び地区運営方針を胸に今年１年活動して
参ります。

　最後になりますが、今回お越し頂いた、駒井ガ
バナーを始めとする４名の皆様のご健康とご活
躍をお祈り申し上げます。

　８月21日（月）武雄温泉ハイツにて、ガバナー
補佐によるクラブ協議会に続き、ガバナー公式訪
問例会を開催しました。駒井英基ガバナー、花島
光喜ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事にご出席頂
いての公式訪問例会でした。
　また、例会前のガバナーとの懇談会では、My 
Rotaryへの登録や日頃活動していることをもっ
と色んな方々に知って頂きたいとの思いを語ら
れ、そのひとつの方法として、マスコミ等を通じて
広めて欲しいとの事でした。
　例会後の懇親会では、ガバナーの歌も飛び出し
て、会員の皆さんと楽しいひと時を過ごす事がで
きました。
　これからも会員の皆さんと一緒に頑張って活動

して行きたいと思います。ガバナーにおかれまし
ても、ご健康に十分留意され、今後の尚一層のご
活躍を心よりお祈り致します。
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　８月22日（火）、駒井英基ガバナー、花島光喜
ガバナー補佐、鐘ヶ江輝昭地区副幹事をお迎えし
て公式訪問例会を開催いたしました。
　例会前の懇談会では概況の報告、現状での課
題、クラブの特性について説明させていただきま
した。活動の中身では当地出身の福島喜三次翁に
因んだ福島奨学金という奨学金制度を設けてい
ることをご紹介し関心を示していただきました。
　例会では、会長時間の折に有田の概況や歴史
について、特に焼き物の歴史については香蘭社の
深川社長にも手伝ってもらい400年に亘る有田
焼の歴史を紹介いたしました。ガバナーの卓話で
は運営方針を簡潔に示していただき、理解しやす
い内容だったと思います。

　結びに、駒井ガバナーの今後益々のご健勝を
祈念し閉会いたしました。以上ご報告とさせてい
ただきます。

　８月22日（火）駒井ガバナー、第７グループ
吉田ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事をお迎
えし、ガバナー公式訪問例会を開催しました。
例会に先立ち行われた懇談会では会長、幹事、
会長エレクトを交え、隔意のない懇談を頂きま
した。
　当クラブの現況及び活動計画について報告
させて頂く中で、本年度開催予定である、会員
のご家族をお招きした例会や多くの親睦活動
事業について、また会員が若年層・中間層・高
齢層と偏らず在籍している現状について、駒井
ガバナーよりお褒めの言葉を頂きました。
　更に、本年度より新たに立ち上げました『戦
略計画委員会』につきましては、激励のお言葉
とその方向性についてご教授頂きました。
その後の例会では、スクリーンを使い駒井ガバ

ナーよりRI会長の方針や地区の方針を、とても
分かり易くご説明頂き大変有意義な例会とな
りました。
　最後に、ご来訪頂きました駒井ガバナー、吉
田ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事に心より
の感謝を申し上げご報告とさせて頂きます。
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　例年にない猛暑が続く中、駒井英基ガバナー、
八頭司博ガバナー補佐及び鐘ヶ江輝昭地区
副幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会
（第2543回）を開催いたしました。
　例会前の懇談会にて当クラブの年間行事につ
いての説明及び意見交換をさせていただきました
が、ロータリーの森清掃などの環境保全活動、母
子家庭への奨学金支援、高齢者・障碍者への支
援、ロータリーディ活動の一環のおぎア・カペラ
コンテストの開催、小中学生の野球大会及びサッ
カーフェスティバル大会の開催など、クラブ員30名
弱の活動としては素晴らしい活動内容で、是非と
も継続してくださいとの激励を受けました。
　更なる会員増強の指導も受けましたが、増員だ
けが必須要件ではなくクラブ員の資質の向上が
大事であることを共通認識しました。

　また、活動内容が地域の皆さんに周知されて
いない旨を指摘されましたので、今後は様々なメ
ディアを使って市民・県民の皆さんへの広報に努
めていきたいと考えています。
　今年の地区運営方針「地域社会にも変革を！」
の主旨を全クラブ員が理解し、そして実践してい
くクラブづくりを進めて参ります。

　駒井英基ガバナーをお迎えしての公式訪問を、
８月24日に開催いたしました。当日は、笠慶宣地
区幹事・藤井義博佐賀南RC会長・前田和隆第６
グループガバナー補佐にもご同行いただきま
した。
　事前懇談会では、当クラブが昨年度50周年を
迎え本年度は新たな一歩を踏み出し運営に努め
ていることなどを説明いたしました。
　ガバナーからは、事前懇談会から例会終了ま
で終始穏やかに、ロータリーの基本理念と公共
イメージの向上などRI会長の意に沿うご指導を
頂きました。基本理念としては、ロータリアンとし
て、親睦を基本に据え高潔性・多様性のある奉仕
を中核とした活動が重要であることを感じた次
第であります。加えて、公共イメージの向上のため
ホームページやSNSの活用によるクラブ情報の
広報をすることやマイロータリーの有用性など貴

重なお話をしていただきました。まさに、ロータ
リーとしての「不易と流行」を改めて示していただ
いたものと思っております。
　これからも、ガバナーには地区内外の行事が目
白押しだと思いますが、ガバナー事務所皆様共々
ご自愛いただき、今後のご活躍・ご健勝をお祈り
いたします。
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　８月25日（金）駒井英基ガバナー、花島光喜ガ
バナー補佐、笠慶宣地区幹事、成清啓二ガバナー
事務所事務局長をお迎えして、ガバナー公式訪問
例会を例会場である観光ホテル大正屋で開催致
しました。
　例会に先立って会長、幹事、会長エレクトとの
懇談会では吉田幹事を中心にクラブの現況や運
営方針を説明し、会長、会長エレクトも補足の形
で進めていきました。和やかなうちに話は進み、
ガバナーからは、クラブセントラル、マイロータ
リー、クラブ委員会の構成の変更等についての説
明がありました。
　例会では、駒井ガバナーが2017-18年度RI会
長イアンH.S.ライズリー氏の方針と目標を詳しく

パワーポイントを使ってお話頂きました。
　終了後は出席者全員で記念写真を撮り、意義
ある例会を閉じることが出来ました。

　平成29年８月28日（月）18：30～、駒井英基
ガバナー、吉田秀隆ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、
江副了君（佐賀南RC）をお迎えし、ガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。
　例会に先駆け、会長・会長エレクト・幹事との
懇談会を実施し、クラブの現況、委員会の活動内
容について説明を行い、当クラブで特に力を入れ
たい活動として
　１. 親睦活動の充実
　２. 会員拡大活動・退会防止の強化
　３. 財団への寄付、米山奨学会への寄付
等の説明を行いました。委員会の活動内容の説
明の際には、ガバナーより地区補助金活用や奉
仕活動取材依頼書の活用のアドバイスがありまし
た。今後の検討項目としてクラブ内で議論をした
いと思います。また、近年の大村東RCの会員拡
大活動への評価もガバナーより頂き、会員の年代

別構成も非常にバランスがいいとの評価も頂き
ました。今後さらなる会員拡大活動に邁進してい
きたいと思います。
　御来訪頂きました皆様の有難い御指導を糧と
して、会員一同力をあわせクラブの発展に邁進し
ていきたいと思います。駒井ガバナー及びご来訪
頂きました皆様の御健勝をお祈り申し上げます。
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　８月29日に駒井英基ガバナー，岩崎邦臣ガバ
ナー補佐，笠慶宣地区幹事，吉岡義治地区職業
奉仕委員長をお迎えし，ガバナー公式訪問例会
を開催致しました。
　懇談会では，奉仕プロジェクトとして計画中の
事柄について，その目的や報道へのアクセスの仕
方等についてご助言を頂いたり，現段階でロータ
リー財団へ4300ドルを送金していることについ
て高評価を得たり，会員増強について意見を交換
しあったりと，和やかな雰囲気での非常に有意義
な会となりました。西クラブの良さが少しでもお
伝えできていたら幸甚です。
　例会では，RIの活動方針や地区運営方針等に
ついて，映像を交えてのガバナーの分かりやすい

ご講話を拝聴し，ロータリーについての思いを新
たに致しました。
　駒井ガバナーをはじめ，ご来訪いただきまし
た皆様方のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ
ます。

　平成29年８月30日、駒井英基ガバナー、中村
重敏ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、中山晴義
佐賀南RCをお迎えしてガバナー公式訪問例会が
開催されました。例会に先立ち、会長、副会長、
幹事との懇談会では、現況および活動計画書を
基にクラブの概況、運営方針、目標などについて
のお尋ねにご説明をさせて頂きました。例会では
駒井ガバナーから、ご自身の１週間のロサンゼル
ス、ガバナー研修会参加時のエピソードを交えな
がら、ロータリーの目的や奉仕活動の意義、対外
アピールの必要性など、地区運営の大切を講演し
ていただきました。また、ロータリー会員のID登
録を推奨され、ID登録することで会員メリットも
紹介して頂きました。これからの１年間ガバナー

のご指導のもと、現在籍の39会員から５年計画
で55会員達成を目指す活動に全力を注ぎ、更に
地域社会への貢献活動に努めたいと思います。よ
ろしくお願い致します。
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　猛暑も若干和らぎつつある８月31日、駒井英基
ガバナー・白川十郎ガバナー補佐・笠慶宣地区幹事・
菰田秀三地区月信編集長同席のもと、ガバナー
公式訪問例会が開催されました。
　例会に先立ち開催された懇談会では、当クラブ
より会長・副会長・幹事が出席し、クラブの活動
報告書をもとに、ガバナーよりいろいろな質問も
ありましたが、財団への寄付を含め良好な運営
がなされているとのお言葉を頂戴しました。加え
て、本年度毎月実施している虹の松原駅清掃活
動に関して、地区のホームページへ奉仕活動報告
事例として掲載するとも言って頂きました。
　例会に於いても、来年度に向けロータリー
クラブの定款変更や委員会構成の一部変更に対

して、適切な示唆と貴重な意見を聞くことがで
き、和やかな雰囲気のガバナー公式訪問例会を
開催することができました。駒井ガバナーの更な
るご活躍を祈念いたします。ありがとうございま
した。

　９月１日に国際ロータリー第2740地区駒井
英基ガバナー、第４グループ白川十郎ガバナー補
佐、笠慶宣地区幹事をお迎えして、ガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。
　当日は例会前に、当クラブの会長、会長エレク
ト、幹事の３名が参加して懇談会が行われ、クラ
ブの概況、基本方針、事業内容の説明をさせてい
ただき、今後の事業の取組み方や会員増強、ロー
タリー広報の重要性などについてご教示いただき
ました。
　その後の例会では、本年度のRIテーマ「ロータ
リー：変化をもたらす」、地区運営方針「地域社会
にも変革を！」についてわかりやすく説明を頂き、
大変有意義な時間を過ごすことができました。

　駒井ガバナー、白川ガバナー補佐、笠地区幹事
のご来訪に感謝し、今後ともご指導をよろしくお
願いいたします。今後の益々のご健勝とご活躍を
祈念いたします。
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　当クラブとしましては、今期、月に２回例会を取り
入れ、16名でスタートしました会員を25名まで増や
す事を最大の目標にして、新たな諫早南クラブに変
化出来るように努力して行きたいと思います。
　最後に、ご訪問頂きました駒井ガバナーを始め
地区役員の皆様に厚く感謝申し上げますと共に
今後のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

　９月４日（月）駒井英基カバナー、小野秀喜 
第８グループカバナー補佐、笠慶宣地区幹事、
山崎嘉浩会員（佐賀南RC）をお迎えしてガバナー
公式訪問例会を開催致しました。
　例会前の懇談会では、会長、幹事、会長エレク
トが出席し、当クラブの現況報告、今年度より取
り入れましたCLPへの組織、定款、細則の変更、
今年で13回目となります青少年剣道大会など説
明させて頂きました。
　定款、細則の変更や会員減少の中でのCLP導
入などを駒井カバナーより「お誉め言葉」を頂き
ました。
　例会では、イアン H．S．ライズリー会長からの
メッセージの紹介や地区の運営方針について詳
しくご説明頂きました。

　平成29年９月５日（火）駒井英基ガバナー、
笠慶宣地区幹事、中村重敏第９グループガバナー
補佐、江副了佐賀南RC会長エレクトをお迎えして、
ガバナー公式訪問例会を開催致しました。当日
例会前に水本会長、川瀬会長エレクト、深堀幹事
との懇談会が行われ当クラブの概況活動報告等
をお伝え致しました。駒井ガバナーより地域社会
へのロータリー活動の実績と歴史の告知で公共
イメージを高め、同時に新会員への認知を深め
る事が会員増につながる等、具体的なご教示を
戴きました。続く例会では、駒井ガバナーに基調
講演を戴き、本年度RI方針に続き、地区運営方針
「地域社会に変化をもたらす」は根幹をおろそか
にせず、その上で特徴ある西クラブ奉仕事業の目

的と意義を伝える事が変化に繋がるのではない
かとの事でした。駒井ガバナーはじめ公式訪問の
皆様のご指導に深く感謝申し上げますと共に、御
健勝をお祈り申し上げます。
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　神埼クラブでは、駒井ガバナー・山口ガバナー
補佐・笠地区幹事・田中地区大会実行委員長に
お越しいただきました。
　懇談会では、昨今ロータリークラブ（以下
「RC」）そのものの変容が囁かれるなか、RCの
揺るがない信念について改めて認識を共有化す
べくご指導賜りました。
　また、当クラブでは、青少年育成支援に長年取
り組んできておりますが、ガバナーからも一層邁
進することへの期待を受け、引き続き取り組んで
いきます。
　例会の卓話では、インターネットを利用した活
動や世間への広報の重要性など、これからもっと
RCが世間に浸透していくための視座をご説明い

ただきました。神埼クラブでも、より発信力の強
化に努めていくことを方針の一つとして参ります。
懇親会では、秋の味覚を愉しみながら神埼クラ
ブの親睦の深さを実感していただき、とても充実
した時間となりました。
　ご来訪いただいた皆様に感謝申し上げますと
ともに、これからのご活躍を祈念致します。

　９月６日（水）に駒井英基ガバナーはじめ白川
十郎ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事と佐賀南RC
の田畠寿太郎氏の４名の方をお招き、例会に先立
ち11時30分より私共からは会長の吉井と幹事の
牧原、会長エレクトの岩下の合計７名での懇談会
を行いました。
　駒井ガバナーより本年度のRIテーマであります
「ロータリー：変化をもたらす」についてのお話が
なされ、変化という言葉で誤解を生じるかもしれ
ないが、基本的なロータリーの考え方や活動内
容に変わりはなく、ただ時代の変化に応じて柔軟
な対応は必要になるので少しずつ変化を遂げ成
長していくことが必要であるとの事でした。また
規定審議会で議論された内容で変更された事項
は、各クラブでも情報を共有し対応してください
とのことでした。その中の一つに手続要覧に記載
されてある必須委員会の確認と委員会構成の見

直しを本年度中に進めるようにとのアドバイスを
頂きました。
　非常に短い時間ではありましたが、分かりやす
い充実した内容のお話をお伺いして非常に勉強
になり、今後のクラブ活動に生かせていけたらと
思います。
　誠にありがとうございました。
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　「コーディネーターニュース」が今年度も発刊されることに関係者の皆様に心よりの敬意と感謝を申し上げます。
　元よりロータリー活動は会員の皆様の熱意に因るところが基本であります。このコーディネーターニュースを通じて国際
ロータリーの現状の最新ニュースが届けられることと思います。
　　私はこの７月より国際ロータリー理事を拝命しましたが、何分浅学非才でありますので、皆様方のご指導をお願いする
次第です。国際ロータリー理事として、斎藤理事と共に、日本のロータリーが世界から乖離しないように努めるのが責務
と考えております。ロータリーコーディネーター並びにコーディネーター補佐の皆様は、会員の皆様と国際ロータリーと
の最前線の接点であると思います。このコーディネーターニュースをご活用されますことを祈念致します。
　　今、世界は全ての分野で「変革」がキーワードです。ロータリーも同様です。変わることを楽しむのが成熟というので
はないかと考えるようにしております。

国際ロータリー理事　石黒　慶一

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年10月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

公共イメージと認知度の向上＝世間の方々に良いイメージで認められる
　公共イメージと認知度の向上とは「世間の方々にロータリーを良い印象で知って頂く」事です。そして、
世間の方々はロータリー（又はロータリアン）がどんな旨い事を言っても、云っている事よりもロータリア
ンの行動を見て判断します。
　つまり、ロータリアンの日頃の行動が一番大切です。これは大変だ！常に見張られているのだろうか？
そんな心配は無用です。第一、四六時中人の目を気にしなければならないなんて、そんな緊張は持続で
きません。普通に行動すればよいのです。
　但し、次の事を忘れないでください。
　「奉仕・親睦・多様性・高潔性・指導力」つまり中核的価値観と云われている５項目。「中核的価値
観」とは難しい言葉ですネ。我々の「行動規範」と受け留めましょう。行動規範を念頭に置いて活き活き
と輝いた行動をとりましょう。
　又、日頃からロータリー活動だけに偏らないで、地域や広域の業界活動に参加しましょう。又、地域自治会や消
防団、交通安全協会活動にも参加しましょう。これらの活動に参加すること自体が（地域社会）奉仕活動です。地
域の奉仕活動には加わらないで、「私は日頃から奉仕活動を行っている。」と言っても、通用しないでしょう。
　地域の経済活動、すなわち地元商工会や商工会議所活動、法人会や労働基準協会等にも、お誘いが
有れば加わりましょう。お誘いがないのにこちらから売り込むのはおかしいですが、お誘いが有ったら協
力しましょう。
　ロータリー活動に一所懸命になって居て、「私はロータリーが忙しいので、他の会の活動は出来ませ
ん。」等と云う事は間違っても言わない様にしましょう。
　その様に心掛ければ、世間の方々のロータリー（ロータリアン）に対する評価は、必ずや上がる事で
しょう。

第１ゾーン RPIC　鈴木　秀憲

クラブの後継者を育成しましょう
　左のグラフは同じ都市のほぼ同じ時期に創立した２つのクラブをMy 
Rotaryのデーターから年齢別会員数の比較をしたものです。当初の会
員数は同じくらいで推移しておりましたが創立30年目位から少しずつ会
員数に変化が見られるようになりました。
　さて、このグラフからどんなことが連想されるでしょうか？５年後、10
年後を想像してみましょう。
　Ａクラブの会員は大変仲が良く、クラブの運営には満足しているよう
です。
　皆さんならＡクラブにどんなアドバイスをされるでしょうか？
　ヒントとしては「柔軟なクラブの運営」として例会スケジュールの変
更、例会形式の多様化、出席要件の緩和、異なる会員種類の提供など
があります。
　さらに、衛星クラブの導入により、現クラブとの差別化をしてハードル
下げたクラブを提供することもできるでしょう。今月号で石黒慶一理事は
『変わることを楽しむのが成熟というのではないか』と述べております。
「変える」勇気が必要ではないでしょうか？ 

第１ゾーン RC　酒井正人

29歳以下
30-39
40-49
50-59
60-69
70歳以上
未報告

2017-18
0
0
2
1
7
9
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0
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9
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8

2017-18 2017-18
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資
料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備
えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につ
いてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー資料より
◎「米山先生と和田家の父母そして兄」　　神崎正陳　米山梅吉記念館　2017　６p　（館報Vol.30）
◎「ポール・ハリスはフリーメーソンだった」　　塚原房樹　2016　２p　（D.2510月信）
◎「ロータリーへの道　私達のポール・ハリス研究」　　西宮夙川R.C.　1996　58p
◎「ロータリーの歴史年表（2017年８月改訂版）」　　諏訪昭登　2017　10p 
◎「ロータリー歴史探訪」　　田中 毅　〔2004〕　131p
◎「ロータリーの向かう所」　　斎藤直美　2017　３p　（D.2830地区大会記録誌）
◎「２つの奉仕理念と実践活動」　　石井良昌　2017　７p　（D.2670地区大会記録）
◎「ロータリーにはなぜ高潔性Integrityが必要？」　　刀根荘兵衛　2017　３p　（D.2650月信）
◎「ロータリーの心を学ぶ」　　富田英壽　2017　３p　（D.2700月信）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

文　庫　通　信（361号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日

国際大会
基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　ホテル：２名１室利用）
カナダ・トロント６日間　お一人様  490,000円（予定）

駒井英基ガバナーと
行くトロント国際大会

2018年（平成30年）６月23日（土）～６月28日（木）（予定）
　　　　　　　第１次締め切り日：平成29年11月30日（木）
　　　　　　　第２次締め切り日：平成30年  2月28日（水）

※旅行申し込み・国際大会登録に関して不明な点がありましたらガバナー事務所までお問い合わせください。

お申込み締切
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐賀RC

原田耕治 君
西部電気工業㈱佐賀支店

支店長

長崎出島RC

池田久美子 君
扇精光ホールディングス㈱

代表取締役社長

長崎RC

八反田義隆 君
㈱ドコモCS九州 長崎支店

支店長

佐賀大和RC

江口加代子 君
リリーフ
代表

長崎出島RC

野口和子 君
SHINJU INTERNATIONAL㈱

取締役　副社長

長崎RC

宮前周司 君
㈱テレビ長崎
代表取締役社長

大村東RC

山口泰一郎 君
Bar Rooster
代表

伊万里RC

釘島眞一 君
釘島商事不動産
代表取締役

長崎出島RC

宮崎涼子 君
㈱地中海

長崎RC

常盤淳一 君
農林中央金庫長崎支店

支店長

諫早南RC

田口直美 君
㈱メモリード
県央地区支配人

佐世保東南RC

浦　裕次 君
グローバル建機㈱
営業所所長

長崎北RC

小路隆之 君
西日本電信電話㈱
ビジネス営業部長

諫早南RC

長谷川妙子 君
第一生命保険㈱長崎支社多良見営業オフィス

オフィス長

佐世保東南RC

中村敏彦 君
うなぎ処　なかむら

代表

長崎南RC

盛澤篤司 君
長崎ターミナルビル㈱
代表取締役社長

長崎RC

二宮浩一 君
九州電力㈱長崎支社
執行役員長崎支社長

８月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

８　
　
　

月

メジャードナー
岩崎　邦臣 佐 世 保 西

８　
　
　

月

マルチプル

川副　隆裕 佐　賀　南

石坂　和彦 大　　　村 石坂　和彦 大　　　村

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

内田　光俊 佐　賀　南 大田　義弘 長　崎　東

北島　恭一 佐　賀　南

福田　輝機 佐 世 保 西

﨑田　誠伸 佐 世 保 西

西沢　雅幸 佐 世 保 南

宇土　義継 佐 世 保 南

佐世保南RC
池富　幸男 君
（享年 66歳）

長崎RC
大堀　　哲 君
（享年 80歳）



ROTARY：MAKING  A  DIFFERENCE

GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.517

2017年８月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 78.3 73 2 74 2 1 0 1 1

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 3 100.0 74 0 73 0 0 1 -1 -1
小　　城 4 86.2 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 89.3 21 0 21 0 0 0 0 0
牛　　津 4 72.7 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 3 93.8 42 1 44 1 0 0 0 2
多　　久 4 80.1 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 95.8 45 1 45 1 0 0 0 0
佐賀大和 3 72.1 26 5 27 6 1 0 1 1 佐世保東南 4 87.9 28 0 31 0 3 1 2 3
小計 77.9 195 13 200 14 2 0 2 5 HTB佐世保 4 79.5 23 3 23 3 0 0 0 0

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 2 78.9 39 2 40 2 0 0 0 1 小計 91.0 233 5 237 5 3 2 1 4
佐 賀 北 4 77.9 43 2 45 2 0 0 0 2

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 83.5 51 3 51 3 0 0 0 0
佐 賀 南 4 85.6 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 81.7 26 2 25 1 0 0 0 -1
神　　埼 4 82.2 41 4 41 4 0 0 0 0 雲　　仙 3 94.1 19 1 19 1 0 0 0 0
佐賀空港 3 62.5 16 1 16 1 0 0 0 0 大 村 北 4 98.6 20 1 19 1 0 0 0 -1
小計 77.4 180 12 184 12 0 0 0 4 島 原 南 4 67.4 27 1 27 1 0 0 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 78.2 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 3 93.9 43 4 44 4 1 0 1 1
武　　雄 4 92.0 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 86.5 186 12 185 11 1 0 1 -1
鹿　　島 4 93.9 33 4 33 4 0 0 0 0

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 77.4 73 0 73 0 0 0 0 0
嬉　　野 3 79.8 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 72.0 74 4 74 4 0 0 0 0
大　　町 5 72.5 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 95.1 43 0 43 0 0 0 0 0
白　　石 4 65.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 89.1 32 0 32 0 0 0 0 0
太　　良 4 95.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 79.0 16 6 18 8 2 0 2 2
小計 82.3 179 10 180 10 0 0 0 1 小計 82.5 238 10 240 12 2 0 2 2

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 92.7 57 0 59 0 0 0 0 2

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 87.5 78 0 83 0 4 1 3 5
伊 万 里 4 86.7 28 0 30 0 1 0 1 2 福　　江 3 90.4 33 0 33 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 89.5 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 4 84.6 38 3 39 3 0 0 0 1
唐 津 西 4 87.2 31 0 32 0 0 0 0 1 福江中央 4 90.0 20 0 20 0 0 0 0 0
伊万里西 4 93.6 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 81.0 49 0 47 0 0 1 -1 -2
唐津中央 3 82.3 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 3 53.2 16 0 16 0 0 0 0 0
小計 88.6 249 4 256 4 1 0 1 7 小計 81.1 234 3 238 3 4 2 2 4

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 82.5 85 0 85 0 1 1 0 0
平　　戸 4 77.1 34 2 33 2 0 1 -1 -1 長 崎 南 4 77.7 71 0 73 0 1 0 1 2
佐世保西 4 92.5 24 2 25 2 0 0 0 1 長 崎 東 3 75.2 43 2 45 2 0 0 0 2
北 松 浦 5 93.9 26 0 26 0 0 0 0 0 長崎みなと 3 88.0 25 1 25 1 0 0 0 0
松　　浦 3 93.2 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 95.2 60 0 60 0 0 0 0 0
小計 91.3 191 5 194 5 0 1 -1 3 長崎出島 3 84.4 59 8 62 11 3 0 3 3

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年８月末までの増減です。

小計 83.8 343 11 350 14 5 1 4 7
57クラブ合計 84.4 2,228 85 2,264 90 18 6 12 36






